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公益財団法人 東金文化・スポーツ振興財団 

令和 2 年度 事業報告 

 

 私たち（公財）東金文化・スポーツ振興財団は、公益財団法人移行前より継続して東金文化会

館及び東金アリーナ外スポーツ施設の管理者として指定を受けてまいりましたが、移行後は公益

財団法人の責任と役割をより強く認識し、地域社会の発展と潤いのある豊かな生活の形成に寄与

することを目標に、公益に資する運営に努めております。 

 

 令和 2 年度は東金文化会館、東金アリーナ外スポーツ施設共に 5 年間の指定管理受託期間の最

終年度であり、総括を行うべき節目の年でありましたが、令和元年度より流行の兆しのあった新

型コロナウイルスが本格的に感染拡大したため、業務の最優先事項を「利用者の安全、安心の確

保」と定め、その対策を実施する手探りの施設運営を行った年となりました。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止については文化、スポーツ関連の各種業界団体により作成さ

れた感染拡大防止ガイドラインを導入し、利用者への周知及び遵守の徹底を図りました。また、

東金市より交付された「公共施設感染症防止対策協力金」を原資に購入した手指消毒液や検温器、

その他各種感染対策物品を運用し、貸出用具や使用済み座席の消毒作業をこまめに行うなど、施

設内での感染拡大の防止に努めました。 

 事業については「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」を受けた臨時休館、時短営業、感

染拡大防止ガイドライン遵守のために生じる利用制限等により、公益活動の柱である自主事業、

施設貸与事業は計画や実施形態の見直しを余儀なくされ、年度収支計画も大幅な変更を加えるこ

とにもなりました。ただ、このような状況下であっても活動の火を絶やさぬよう、「ライブライブ

ラリー」や「TO-BUN 合唱団オンラインレッスン」等、工夫やアイデア次第で実施可能な事業を

新たに発案、企画し、慎重に実施いたしました。 

 

最後に、「新型コロナウイルス感染拡大により社会が閉塞感に包まれている時だからこそ、文化や

スポーツの力で元気にして欲しい」といった、活力を求める市民の声も多く頂いております。そ

うした期待に応えるためにも、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の徹底、柔軟なアイデアに

よる事業展開をこころがけ、当財団の目標である地域社会の発展と潤いのある豊かな生活の形成

に寄与すべく、東金市と引き続き連携して業務に取り組んでまいります。 

  


























































